






























































































抗の戦線にある多くの人々を鼓舞することを目的とした作品と解釈されている。たしかに、最初の四行は、自分の愛する対象 名前を身近な、しかもすぐさま思い浮かぶ表記の場に書き込むという幼年時代 場景 喚起 がゆえに、そして、この表記の行為が際限なく反復される形式は愛の対象へ 接近の所作 露呈といえるかもしれない。実際、この詩の美しさは、 「僕は書く
　
君の名前を」の反復を支
















































































































読者は自分の小さな川がいつか大きな海へ 出る を想いつつヨモギを摘む。良い小説は開けば苦く青 匂いがするのはあの草のせい。その葉は殺菌や冷え性防止の効能を持ち、乾かして火をつければお灸にも。ただ所詮 他人の先例、レンとアイより手前のせいぜ が期待か特効薬に過ぎ
ぬ。ここまでが小説。そのあと読者は自らがヨモギの葉を水とデスティニーとに練り自分オリジナルのヨモギ餅を仕上げ、気になる人に川の土手で食べてもらわねばならない。
苦く青い光を手に本当の太陽を求めて道をゆく小説は他

































































































































































































































































く、その面で堂上華族の伝統のなかで育まれた聡子の〈下〉に置かれつづけることを嫌うからであった。しかし三島の自己愛的な人物たちは、そ まま いるわけではないことが多い。悠一も清顕も自己愛的な人間でありながら、展開のなかで動的な存在へと変貌していくが、それは彼らの自己愛の殻 破れた時なの ある。その点で彼らの自己愛は、 彼らが動的な行動者となっていく前提として機能しているといえるだろう。
清顕がそうであるように、自己愛的な人物とは自己を失
























石作品として挙げられるのが『三四郎』である。ここに登場する男性たちは三四郎をはじめとして女性に対して臆病で、交わりを持とうとしない人びとばかりで、大学生にったばかりの三四郎はもちろん社会人である広田先生、野々宮、画工の原口など 、み 独身者なのである。フロイトも自己愛が恋愛という行為に逆行す と述べているが『三四郎』の男性たちは総じて自己愛的な人びとであり、異性との交わりにおいて自己 失うこ を怖 ている。そうした姿は現代の若者に通じ ものでもあるが、実際原口が「女が偉くなると、こう云う独身者が沢山出来て来る」と言うように、明らかに当時の〈現代的〉潮流としてそが位置づけられている。そこに漱石の未来を先取りす ような鋭い洞察を見るこ ができるの ある。
現に現代の代表的作家である村上春樹の人物たちはそう
した性格が強く、 『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』や『ダンス・ダンス・ダンス』の主人公たちに典型的に見られるように、彼 は自己の延長として 生活の細部を愛 、料理をしたり部屋の掃除をしたりすることを厭わない反面、異性と複雑な関係に入り込むことを忌避する傾向がある。 「デタッチメ ト」的とも評され
姿は同時に自己への強い「アタッチメント」の現れでもある。
自己愛的な人間は自己を失うことを怖れるために、他者


































































がりを濃密化している親、とりわけ母親 姿を示すデータは多い。また、日々接 メディアからは「家族」 比類無い価値をおくような社会意識 高まりも感じられる。冒



























































のように見える理由とその意味は、より多く 人びとが等しく共有する関心事とされてしか べきだとい ましょう。
性愛が、既存の規範とのあいだに保っている危うい均衡





























フィズム入門』である。現在は平凡社ライブラリーから出ているが、私が持っているのは一九八〇年に東京新聞出版局から出たものだ。イスラムの重要性が日本でようやく認識され始めた時代に、すでにこうした著作が翻訳されたことは驚きである。一般には は律法の遵守を厳しく要求する宗教という印象が強いかもしれないが、神秘主義の流れに目をやると、イスラ それだけでは語りつくせないことがわかる。訳者まえ きのことばを使えば、イスラムは「律法といういかめしい外面 内側に、温かく豊かで奥深い精神性を満々とたたえている」 である。
この本の第四章は「神の愛」と名づけられている。ここ




































































ていた。魂が、ふと我が身から迷い出て「あくがる」先には、この世の異郷にかぎらず、神々の異界や、いまだ到来しない夢の千年王国も くめた、あ ゆる迷宮への扉 ひらけている。
じっさいに異郷を訪れたところで、異世界への通路は必


































































旅行記』であれ、あるいはフーリエの「ファランステール」 であれ ディストピアの恐怖とひきかえに書の世界へと旅立つあなたは、そうしてすでに異世界を、迷宮へ 愛を生きはじめている。
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